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　向原Ⅲ遺跡のある中野谷地区は碓氷川の南側、妙義山の麓に広がる平坦地が続く横野台地にあります。

この横野台地はこんにゃくを中心とした畑作地帯であり、緑豊かな自然との共存した地域であります。

そして、最近では、県営畑地帯総合整備事業、工業団地造成、道路建設等の開発によって整備され、県

内でも有数の工業と農業とが融和した地帯として生まれ変わりつつあります。こうした開発に伴い多く

の遺跡が発見され、発掘調査を実施してきたところ、縄文時代の集落跡や古代の牧場跡を中心とした遺

跡が広がる地域として、この地に人々の営みが続けられてきたことが明らかとなりました。

　今回報告する向原Ⅲ遺跡は、安中市土地開発公社が計画する横野平工業団地（Ｂ団地）分譲事業に伴

い発掘調査されました。調査の結果、中野谷地区に広がる古代の牧場を区画するための大きな溝の一部

や同時期の集落跡も発見されました。

　本報告が、学術分野に寄与するだけではなく、地域を学ぶ郷土資料として活用されることを願ってや

みません。

　最後に、発掘調査に従事していただいた方々、調査にご協力いただいた各関係機関をはじめとする皆

様には感謝申し上げる次第です。

　平成19年11月

安中市教育委員会　　　

教育長　中澤　四郎　



例　　言

１ 　本書は安中市土地開発公社が計画した横野平工業団地（Ｂ団地）分譲事業に伴う向原Ⅲ遺跡（略称

Ｇ－47）の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

２ 　向原Ⅲ遺跡は安中市中野谷字向原・真光寺原・明戸地内に所在する。

３ 　確認調査については国庫補助金・県費補助金により、平成18年度に安中市教育委員会が実施し、

本調査及び遺物整理は原因者負担により、平成18・19年度に安中市教育委員会が直営で実施した。

４ 　確認調査及び発掘調査、資料整理は、安中市教育委員会学習の森文化財係主任（文化財保護主事）

井上慎也が担当した。

５ 　確認調査は平成18年10月３日より10月16日まで実施した。発掘調査は平成18年10月23日より12

月15日までの間、実施した。資料整理は調査終了後より平成19年３月23日までの間、断続的に実施

した。報告書作成は平成19年４月16日より11月30日までの間、実施した。

６ 　本書の編集・執筆は井上が行った。なお、Ｖ－１については三浦京子氏（（有）前橋文化財研究所）

が執筆した。主な作業分担は以下のとおりである。

　　遺構図作成・トレース、各種挿図作成、デジタル編集：井上、吉澤栄子、大月圭子、菅生陽子

　　土器分類、台帳作成、復元：吉澤、中島けさよ

　　その他遺物分類、観察表作成：井上、菅生

　　遺物実測、観察表作成：（有）前橋文化財研究所（土器）、井上・大月（土器の一部、他遺物）

　　各種データ入力、作成：吉澤、大月、菅生

　　遺構・遺物写真データ作成、編集：菅生、大月

７ 　遺構の写真撮影は井上が行った。航空写真撮影及び遺構実測用ビデオ（デジタル）撮影は（株）テ

クノプラニングに委託した。また、現場で原寸大に転写したビニール図面の遺構実測用写真はスナガ

環境測設（株）に委託した。遺物の写真撮影の一部は（有）前橋文化財研究所に委託した。

８ 　基準杭測量、グリッドの設定、調査区平面図作成は（株）コイデに委託した。

９ 　発掘調査の記録、出土遺物は安中市教育委員会が保管している。

10 　発掘調査及び遺物整理の期間中次の方々にご指導、ご協力をいただいた。記して感謝の意を表し

ます（敬称略・順不同）。

　三浦京子　折舘伸二　大工原　豊　松田　猛　井上昌美　金子正人　板垣　宏　柴田直樹

　湯本今朝夫　（株）ユーキ建設



11　調査組織（平成18・19年度）

教育長　　中澤四郎

教育部長　佐藤伸太郎

学習の森所長（参事）大野孝一（平成18年度）

　　　　　　（課長）小島成公

文化財係長（課長補佐）　藤巻正勝（事務総括）

主査　蜂須賀まゆみ（経理担当） 主査（文化財保護主事）深町　真

主査（文化財保護主事）壁　伸明 主査　新井雅彦

主査（文化財保護主事）千田茂雄 主任（文化財保護主事）井上慎也（発掘調査・整理担当）

調査参加者

　大月圭子　清水洋一　菅生陽子　多胡　静　田島せい子　田村信子　遠間宰吉　中島けさよ

　萩原静夫　林　知曠　半田あい　丸岡民子　吉澤栄子

凡　　例

１ 　遺構の実測図は１/80を基本としたが、遺構の大きさにより１/40、１/160とした。

２ 　遺構図中の北マークは磁北である。なお、座標は2002年４月改正以前の日本測地系を使用した。

　　本文中で使用した地図は国土地理院発行の地形図「松井田」（１/25,000）、安中市都市計画地図

　　（１/2,500）である。

３　遺物実測図の縮尺は次のとおりである。

　　　土器：１／４（実測図脇の●は須恵器を示す）　石器：１／４

　　　鉄製品・石製品・土製品：１／２　一部の石製品：１／４

４　土層説明中での記号、略称は次のとおりである。

　　土層名称及び量の基準：「新版標土色帖」による。

　　色調＜：より明るい方向を示す（暗＜明）

　　しまり、粘性　◎：あり　○：ややあり　△：あまりない　×：なし

　　混入物の量　　◎：大量（30～50％）　○：多量（15～25％）　△：少量（５～10％）

　　　　　　　　　※：若干（１～３％）

　　混入物　　　ＲＰ：ローム粒子（溶け込んだ状態）　ＲＢ：ロームブロック（固まりの状態）

　　　　　　　　ＹＰ：板鼻黄色軽石

５　ピットの深さ

６　遺物重量分布及び

　　遺物分布図マーク
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Ⅰ　調査の経緯

１　調査に至る経過

　平成18年７月21日、安中市土地開発公社（市公社）から横野平工業団地（Ｂ団地）分譲予定地の埋

蔵文化財の状況について照会があった。該当場所は周知の埋蔵文化財包蔵地内にあり、開発については

市教育委員会と協議が必要であることを伝えた。同年７月24日、市公社へ事業地内の土木工事等に係

る意見書を提出し、予定地域の工事に先立ち、埋蔵文化財の状況を把握するための確認調査を実施する

ことになった。同年７月25日、市公社から市教育委員会へ確認調査の依頼があり、同年10月３日～16

日の間、市教育委員会で確認調査を実施した。調査の結果、古代の住居址と古代の牧に関連する区画溝

が発見され、事業区域内に埋蔵文化財が存在することが判明した。同年10月17日、市公社へ確認調査

の結果について伝え、発見された埋蔵文化財の取り扱いについて協議することを伝えた。しかし、工業

団地の計画を変更することは困難な状況であるとのことから、工事に先立ち埋蔵文化財の発掘調査を実

施し、記録保存の措置を講ずることになった。同年10月20日、必要書類（法94条第１項通知）が出され、

同年10月23日付で市公社と市教育委員会の間で埋蔵文化財発掘調査委託契約を締結し、市教育委員会

が主体となって発掘調査を実施した。

２　調査の経過

（１）発掘調査の経過

　横野平工業団地（Ｂ団地）の分譲事業に先立ち、確認調査を平成18年10月３日から10月16日までの間、

実施した。周辺地域は先の土地改良事業及び県道建設工事に伴い遺跡の調査が実施されている場所であ

り、本事業区域内にも遺跡が存在することが予想された。確認調査は、事業面積45,000㎡を対象とし、

トレンチを21本設定して行った。調査の結果、西半分で古代の住居址と牧関連遺構である大溝が検出

され、集落が存在することが明らかとなった。発掘調査は、確認調査の結果をもとに調査地が広範囲に

わたることから調査区をＡ・Ｂ・Ｃ区に分けた。牧の溝が確認された部分は、全体を把握するために可

能な限り面的調査を実施することにし、遺構の密度が低い西半分については、トレンチ調査で確認され

た遺構を中心に調査区を拡げていく方法を採用した。遺構の密度が西半分に比べ低いと予想される東半

分については、確認調査のみを実施した。また、南側に突出した部分（富岡市側）では、古墳（下高田

衣沢１号墳）が存在することから、周堀等の古墳に関連する遺構の存在が予想されたたため、範囲確認

調査を行った。しかし、今回の開発区域が、当初の古墳の予想範囲を超えた場所であることと予想以上

に土層の削平が及んでおり、遺構を確認することができなかったことにより、今回の開発区域まで古墳

の範囲が及んでいなかったと判断し、本調査の対象からは除外した。

（２）資料整理の経過

　資料整理は、平成18年度と平成19年度に実施した。平成18年度は、発掘調査終了後に基礎整理を中

心とし、遺物の洗浄・注記・接合・分類及び遺物台帳作成等の遺物整理、図面の修正・整理・遺構実測
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用写真撮影、各種台帳の整理、写真整理を中心に行った。平成19年度は、図面トレース、データ集計、

遺物実測・トレース等、遺物写真撮影、写真図版作成等の資料整理を実施し、並行して報告書作成をデ

ジタル編集により行った。

 （井上）

Ⅱ　調査の方法

１　発掘調査の手順

　発掘調査の方法及び手順は安中市中野谷地区遺跡群等の調査で採用している独自の方法を基本として

いる。詳細については、『大下原遺跡・吉田原遺跡』（1993）、『中野谷松原遺跡遺構編』（1996）を参

照されたい。

　発掘調査は調査区の設定後、バックホー（0.7㎥）で遺構確認面（Ⅲ層下部からⅣ層上面）まで掘削し、

人力でジョレンを用いて遺構確認を行った。表土掘削後、基準杭測量及びグリッド設定を行った。グリッ

ドは、土地改良事業に伴う発掘調査で設定したものに組み込むために同じグリッドを使用した。グリッ

ドの名称は北西隅を起点とし、南北方向をアルファベット、東西方向をアラビア数字の組み合わせとし

た。検出された遺構については、遺構毎に遺構略称と番号を付け、遺構の内容に応じた精査を行い、土

層断面状況及び完掘した遺構をリバーサル及び白黒フィルム（35mm）で写真撮影を行った。遺構精査

終了後、ラジコンヘリコプターで遺跡の全景写真と遺構測量用のデジタルビデオ撮影を行い、遺構実測

用に出力した画像をもとに現地で遺構図を作成し、遺構の高さを記録した。

２　遺構調査の方法

（１）竪穴住居址の調査方法

　竪穴住居址の調査は、「分層16分割法」で行った。遺構の範囲を確定後、住居址の中心を東西南北に

直交する２本のベルトを設定する（ポイントは赤）。さらに、その間を16分割するための補助点を設定

し、16分割区をつくる（ポイントは黄）。南北方向のベルトに平行してサブトレンチを設定し、土層を

分層しながら床面まで人力で掘削する。住居址の深さと大きさが決まった後、分層毎に掘り下げを行う。

遺物の取り上げは16分割を基本とし、上層の遺物は取り上げ、床直及び下層の遺物はそのまま残し遺

構を掘り下げる。竃、土坑、ピット等の関連遺構の遺物は遺構毎に取り上げる。ベルトを残しながら床

面まで精査が終了した後、土層断面写真を撮影し、土層説明を記録する。土層断面図は「ビニール転写

法」を用いて原寸大に転写する。土層の記録が完了した後、ベルトを崩す。床面を精査し柱穴（ピット）、

貯蔵穴（土坑）を確認し精査する。平行して竃の精査も実施する。竃は半分を精査し、土層堆積状況を

記録した後、完掘する。竃平面図の一部については、デジタルカメラで垂直撮影し、微細図を作成した。

（２）その他の遺構の調査方法

　土坑は範囲を確認後半裁し、土層断面図を作成後、残りを精査し完掘した。
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　溝は、牧関連遺構である大溝とそれ以外に分け、任意に土層観察用のベルトを設定し、掘り下げを行っ

た。大溝の覆土掘削には、担当者の立ち会いのもと底面近くまでバックホーを使用し、その後は人力で

精査した。大溝北側部分は湧水のため、安全を考慮し、掘り下げを断念し、水面付近までの調査とした。

（３）遺構測量、遺物の記録の方法

　遺構の平面図：全ての遺構の平面図は、遺構完掘後、ラジコンヘリコプターでデジタルビデオカメラ

による空撮をし、撮影した画像をパソコンに入力して画像の歪み補正等を行い１/40で出力したものを

現地で遺構の細部を確認しながらマイラーにトレースする方法で作成。平面図にはレベル値を記録し、

ベンチマークとレベルの眼高から遺構の標高を算出できるようにした。また、遺構の断面図を作成する

ために必要に応じてレベルを記録し、数値から断面図が復元できるようにした。なお、作業の進行状況

に応じて、空撮に間に合わない遺構の測量については、平板測量も併用した。

　土層断面図・遺構微細図：幅２ｍの農業用ビニールを使用して、遺構及びその断面にあて原寸大でマ

ジックで転写する方法（「ビニール転写法」）で作成した。

　遺物の出土記録：遺構出土の遺物は、分割区毎、層別に取り上げ、遺物出土量を袋の大きさで相対的

量（大量・多量・少量・微量）に置き換え、カードに記録し分布図を作成した。なお、土坑、小規模な

遺構の覆土中のものは「覆土一括」で取り上げ、出土量を記録した。

 （井上）

３　資料整理の方法

（１）遺構図整理の方法

　住居址：住居址の時期は下層及び竃の遺物によって時期を決定した。重複のある場合は土層堆積状況

と遺物出土状況により新旧の判断をした。報告書には各住居址の平面図、土層断面図、遺構断面図、遺

物分布図、竃・土坑等の平面・断面図、土層説明表、住居址観察表を掲載した。平面図には柱穴（ピッ

ト）の深さを示し、配列が分かるようにした。

　土坑：全ての土坑については、特定の機能を示さないで用いる「土坑」の用語で統一した。土坑の中

には「墓」、「貯蔵用」、「陥穴」と考えられるものもふくまれるが、明確に機能を区別できるものは少な

い。時期及び機能については特定するのが難しいため、本報告では形態と出土遺物の性格から判断する

ことにした。報告書には平面図、土層（遺構）断面図、土層説明表、観察表を掲載した。

　溝：遺構の時期については、確認面及び覆土中の遺物から判断した。報告書には平面図、土層（遺構）

断面図、土層説明表、観察表を掲載した。

（２）遺物整理の方法

　土器の整理：土器は時代毎に大別し、それぞれを器種毎に分類した。土器は「量」を把握するために

重量を区、層毎に記録し、16分割を基本とした分布図を作成した。奈良時代の土器は、廃棄により覆

土中（１、２層出土遺物）から出土したものと床面直上及び住居に伴う遺棄（３層及び竃等の遺構出土）

されたものとに区別し、後者を一括性をもつ土器群として捉えて検討した。

　土器の分類は、破片と復元できる個体に分け、破片については器種毎に重量を記録した。復元できる

― 4 ―



個体については重量を記録した後、復元率によってランク付け（Ａ～Ｄ）を行い、個体台帳を作成し、

器種、接合状態、重量を記録した。土器の実測については、住居別、器種組成を優先し、完形もしくは

完形に近いものについては極力図示に努めた。遺物の出土量を記録することは、破片についての情報も

活用でき、遺構全体での遺物の出土傾向が把握できる点で有効性をもつと判断した。報告書には遺構毎

に土器群の特徴が検討できるものを優先して掲載した。実測した土器については、個別に観察表を作成

した。また、土器群の特徴及び編年的位置付けについての所見を掲載した。

　その他の遺物の整理：遺物の種類毎に分類し、各台帳（観察表）を作成した。石器については安中市

の分類基準に準じて分類した。

（４）写真整理の方法

　現地で撮影した写真については、リバーサル（カラー）、白黒、ネガ（カラー）別にファイルし、ア

ルバムを作成した。また、リバーサル写真はフォトＣＤに記録し、その後の保管（保存）・活用を考慮し、

デジタル化した。

　遺構写真図版は、画像を全てデジタル化し、遺構毎のフォルダを作成した。使用カットは遺構全景、

遺構土層堆積状況（セクション）、遺物出土状況を基本とし、必要に応じてカットを追加した。デジタ

ル画像は全てカラーとした。

　遺物写真は、全てデジタルカメラによって撮影（一部委託）し、遺構写真と同様、画像をデジタル化

した。

　遺物写真図版は、実測した土器及びその他の遺物について全て単体で撮影した。

（５）デジタル編集の方法

　遺構図及び遺物実測図については、デジタル機器（パソコン等）を使用して編集した。遺構図につい

ては、原図を修正した後、スキャナーで図面を取り込み、デジタルトレースで挿図を作成した。

　手書きのトレースや地図については、スキャナーで取り込み、画像を編集し、挿図を作成した。

　遺物観察表は表計算ソフトを使用して作成した。写真図版はフォトＣＤ化した画像データを使用して、

報告に必要な写真を選別し、編集した。

 （井上）
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Ⅲ　遺跡の地理的・歴史的環境

１　地理的環境

　安中市は関東平野の周縁部である群馬県西部（西毛地域）に位置する。市の西部から北部にかけては

山地が広がる。碓氷峠付近を水源とする碓氷川が西から東へ流れ、市域を南北に分断する。また、碓氷

川の北側には並行して九十九川が流れ、安中市東部で碓氷川に合流する。これらの河川流域には、河岸

段丘が発達し、下位段丘（磯部、人見地区）、中位段丘（安中・原市地区）、上位段丘（横野地区）が存

在する。

　向原Ⅲ遺跡は安中市中野谷字向原、真光寺原、明戸地内に所在する。本遺跡が存在する中野谷地区は、

安中市南部、碓氷川河岸段丘の上位段丘面に存在する。この台地は「横野台地」とも呼ばれ、幾筋もの

細長い台地が形成され、その低地部分には湧水点も存在し、小河川が流れる。現状では起伏は緩く、平

坦地が続いた地形である。向原Ⅲ遺跡は、南側が急峻な崖、北側は猫沢川に面する北斜面に位置する。

遺跡の標高は246～251ｍである。

 （井上）

２　歴史的環境

　中野谷地区は、大規模土地改良事業、工業団地、道路建設等の開発に伴う発掘調査で、地区のほぼ全

域の発掘調査が実施されている。調査の結果、中野谷地区には縄文時代の大規模な集落遺跡と古代の牧

関連遺構群が存在する地域として特徴づけられる。向原遺跡は、今回の調査を含め３地点が調査されて

いる。それぞれ地点での遺跡の性格は異なり、向原遺跡（平成12年度調査）では、縄文時代前期の土

坑群が確認され、黒曜石の原石及び石匙等、土器がまとまって出土した土坑（諸磯ｂ式期）等が発見

された。向原Ⅱ遺跡（平成12・13年度調査）では、縄文時代前期中葉から後葉の集落址（住居址４軒、

土坑）と古代の集落址（奈良住居址２軒）が確認された。また、向原Ⅲ遺跡の南側にある丘陵張出部に

は、横穴式石室をもつ前方後円墳と推定される下高田衣沢１号墳（富岡市）が存在する。真光寺原遺跡、

西向原遺跡、下高田遺跡群（富岡市）では、古代牧関連遺構である東西に延びる区画溝が確認された。

　ここでは、中野谷地区を中心とした各時代について概観する。

旧石器時代

　中野谷松原遺跡でＡＴ下位（暗色帯）の石器が出土している。注連引原Ⅱ遺跡では黒曜石製の尖頭器

が出土している。ローム層の堆積状況からこの時代の遺跡は少ない。

縄文時代

　草創期の遺跡は、遺物のみを出土するものがほとんどで少ない。金井谷戸遺跡では押型文土器群が検

出されている。前期前葉以降、遺跡が増加し、住居址が列状に並ぶ中原遺跡、有尾・黒浜式期から諸磯

ｂ式期にかけての拠点的集落である中野谷松原遺跡、中期前葉から中葉の大規模環状集落である砂押遺

跡、中期終末から後期初頭にかけての柄鏡形敷石住居址群を主体とする集落の中島Ⅰ・Ⅱ遺跡、後期後

半の配石遺構である大道南遺跡、後期後半から晩期まで継続する祭祀遺構の天神原遺跡等がある。縄文
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第２図　遺跡位置図（国土地理院「松井田」１／25,000）
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第３図　遺跡と周辺遺跡分布図
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遺跡名 旧
縄文 弥生 古墳

奈良 平安 中世 近世 備考
草 早 前 中 後 晩 中 後 前 中 後 終

1 向原Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ 古代牧関連遺構

2 加賀塚 ◎ ○ ＊ ＊ ◎ ◎ ◎ 古墳集落、終末期古墳

3 加賀塚古墳 東横野６号墳、時期不明

4 磯部２号墳 ◎ 円墳、竪穴系

5 磯部３号墳 ◎ 前方後円墳か、竪穴系

6 向山 ○ ○ 古代牧

7 中野谷原 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ 弥生中期集落、古墳集落、古代牧

8 上北原 ○ ○ ○ ○ 弥生・古墳集落、古代牧

9 天神林 ○ △ △ 縄文前期集落

10 天神原 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ 縄文後晩期配石、古代鍛治

11 中野谷松原 △ ＊ ◎ ◎ ○ ◎ ○ 縄文前期集落

12 中島Ⅰ・Ⅱ ○ ○ ◎ ○ ◎ 縄文・古墳集落

13 砂押Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ ◎ ○ ○ ○ 縄文中期環状集落、古代牧

14 砂押原 ◎ ○ 縄文配石、古墳集落

15 人見東原 ◎ 吉ヶ谷系土器群

16 上原 ○ 古代牧

17 大道南・大道南Ⅱ ◎ ◎ 縄文中・後期集落、配石

18 上宿南 △ ○ ○ 古代牧

19 人見大谷津 ◎ △ ◎ ○ ○ 古墳前期集落、古代牧

20 下高田原遺跡群 ◎ ○ ◎ ○ ○ 古代牧関連遺構群

21 西向原 ◎ ○ ○ 縄文前期集落、古代牧

22 真光寺原 △ ○ ○ 古代牧

23 細田 ◎ △ △ ○ ○ ○ 縄文前期集落、古代牧

24 和久田 ＊ ＊ △ ○ ○ 古代牧

25 下宿東 ＊ ◎ △ ○ ◎ ○ ○ 古墳前期集落、古代牧

26 北東・堤下 ◎ △ ◎ ○ 古墳後期集落

27 下塚田 △ ＊ △ △ △ 古墳～古代鍛治

28 中原 △ ◎ ＊ △ ○ ◎ 縄文前期集落、古代牧

29 落合・落合Ⅱ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ △ ◎ ○ 古代牧

30 平塚 ＊ ◎ ○ ○ 古墳群（円墳）

31 注連引原 ◎ △ ◎ 弥生前～中期集落

32 注連引原Ⅱ ＊ ◎ ＊ △ △ ◎ △ ◎ ○ ○ △ 弥生前～中期集落、古代牧

33 大上 ○ ◎ △ 弥生中期集落

34 経塚古墳 ◎ 円墳、竪穴系、石製模造品

35 荒神平・吹上 △ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ 古墳～古代集落

36 上ノ久保 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 古墳～古代集落

37 諏訪ノ木 ◎ ○ ◎ 弥生・古墳集落

38 下原・賽神 ◎ ○ ○ ◎ 弥生～古代集落

39 蔵畑 ◎ ◎ 古墳集落、石製模造品

40 日向後原 ◎ ○ 古墳前期古墳周堀

41 野毛良 ＊ ○ ○ ○ ○ 古墳集落

42 田中田・久保田 ○ 方形周溝墓

43 諏訪辺 ◎ 古代集落（磯部郷）

44 西裏・西新井 △ ○ ＊ ◎ ○ ◎ ◎ 古墳～古代集落 ( 磯部郷 )

45 人見北原 ○ ○ △ 古墳～古代集落 ( 磯部郷 )

46 松井田工業団地 ＊ ○ ◎ ◎ ◎ ○ 古墳～古代集落 ( 磯部郷 )

47 人見大王寺 ○ ○ △ △ 古墳～古代集落 ( 磯部郷 )

48 塚原古墳群 ◎ 十数基の小円墳群

49 簗瀬二子塚古墳 ◎ 前方後円墳、横穴系、石製模造品

50 清水Ⅰ～Ⅵ ◎ △ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ △ 古墳～古代集落、中世土器焼成窯

51 榎木畑 ◎ ○ ○ ◎ ◎ 古墳～古代集落

◎：大規模な遺跡（集落跡・古墳等）　　○：中規模な遺跡（住居址・牧関連等）
△：小規模な遺跡（土坑・溝等）　　　　＊：遺物が出土した遺跡

第１表　遺跡一覧表
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時代の遺跡は、低地を望む斜面部あるいは台地平坦部に存在する。向原遺跡では、前期中葉の住居址と

前期後半の土坑群が確認されている。

弥生時代

　集落遺跡は、前期末で注連引原遺跡、中期前半で注連引原Ⅱ遺跡、大上遺跡、原遺跡で確認されてい

る。当該期の遺構は県内でも少なく、一地域で集中して集落が発見される例は珍しい。この時期は、在

地の土器群に磨消縄文系及び条痕文系土器が共伴する。また、縄文的な石器群が主体であり、大陸系磨

製石器は少ない。中期後半以降の遺跡は市内では少なく、後期前半になると上北原遺跡で櫛描文系土器

群の時期に、磨製石鏃の製作が行われている。後期後半では大下原遺跡、原遺跡で住居址が確認されて

いるが集落規模は小さい。弥生時代中期以前の遺跡は縄文時代の遺跡と立地が類似するが、集落の占地

が台地あるいは崖端部に存在する特徴が認められる。一方、中期後半以降では、積極的に集落が形成さ

れない傾向が認められる。

古墳時代

　吉ヶ谷系土器群が共伴する前期初頭の集落遺跡は、人見東原遺跡、人見大谷津遺跡で確認されている。

前期から中期初頭にかけての集落遺跡では、中島遺跡、下宿東遺跡、天神原遺跡等で住居址が確認され

ている。中期以降の集落遺跡は、今までは少ない地域とされてきたが、加賀塚遺跡をはじめ北堤・堤下

遺跡、中島Ⅰ遺跡、原遺跡、上北原遺跡等で確認されている。集落の占地は北堤・堤下遺跡を除き、加

賀塚遺跡周辺部に存在する。古墳時代の集落は継続性が認められず、短期間に形成、廃絶する傾向があ

る。加賀塚遺跡では、滑石製石製模造品の製作址が確認されている。古墳では、加賀塚遺跡の北側には

中期の磯部２号墳、磯部３号墳が存在する。磯部３号墳では石製模造品が出土している。終末期の古墳

は加賀塚遺跡で確認されている。猫沢川右岸には、前方後円墳と推定される下高田衣沢１号墳が存在し、

下高田原遺跡群では、古墳が確認されている。

奈良・平安時代

　奈良・平安時代の遺構として特徴的なのが、牧に関連する遺構群である。この牧は古代上野国に置か

れた官牧ではなく、記録にはない私牧であると考えられる。主な遺構は中野谷地区全域を区画する大溝

であり、地形によって幾つかの単位で検出され、中原遺跡、下宿東遺跡、上宿南遺跡、原遺跡、上北原

遺跡、天神原遺跡、西向原遺跡、真光寺原遺跡等で確認されている。また、関連して鍛治工房跡が天神

原遺跡、下塚田遺跡で確認されている。中原遺跡では区画溝と併設する溜井が確認されている。台地下

の下位段丘面には大王寺地区遺跡群（松井田工業団遺跡、西裏・下新井遺跡等）では、古墳時代以降か

ら継続する古代「磯部郷」に関係する伝統的集落が存在する。この遺跡群では鍛治関連遺構や官衙的色

彩の強い掘立柱建物群等が確認されており、牧の経営に関与した遺跡群と推定されてる。原遺跡では、

炭焼土坑が多数検出されている。西向原遺跡に隣接する下高田遺跡群では、古代の小規模集落址が調査

され、区画溝が西へ延びていることが確認されている。

中世以降

　中世以降の遺跡は少なく、遺構としては溝及び土坑等が検出される例が多い。これらの遺構は覆土中

に浅間Ｂ軽石を含むことから、12世紀以降の所産と思われる。中野谷神社及び清元寺付近には、近世

に秋本氏が構えた陣屋跡が残る。

 （井上）

― 10 ―



第
４
図
　
調
査
区
域
図

― 11 ―

E
O
 

o 

再三

氏x
山



��

��

�

�

���	


��

��

��

��

�

��

�

����


����


����


��

�

�

��

�

�

�����

��

�

��

�

���	�

�����

������

������

��	���

��
��� ������

������

������

�� �� ��� �	 
�� �

�� �� �� ���� ����

�������� � � � ���

� �!"�#$� ��%� & & ' �(�

)������ � *)� � � �

) �!��#$� )�%) & & ' �(�

+,++���� ) *, � �

+-++.����� -�*- � � / 012-�

+3�.4���� +-%3 ' ' ' ' 0125678

+9�4�#$� 3%9 & & ' ��(�

������

������

������

３　層序

　向原Ⅲ遺跡の土層堆積は、Ⅰａ層の耕作土、Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ層の黒色土とⅤ層以下のローム層に分けられ

る。黒色土中には浅間Ａ軽石（As-A：1783年）と浅間Ｂ軽石（As-B：1108年）が含まれ、一部では純

層も認められる。縄文時代の遺物はⅣ層中、古墳から古代にかけての遺構はⅢ層下部から検出される。

本遺跡の堆積状況をみると、北傾斜のため土層の堆積が薄い要因もあるが、ほぼ全域でⅢ層まで人為的

な削平及び耕作による撹乱が及んでいたため、Ⅱ層、Ⅲ層が安定して堆積したところは少なかった。ま

た、住居址はトレンチャーによる細い耕作溝のため遺存状態は良好ではなかった。

 （井上）

第５図　土層断面模式図・土層説明
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第６図　向原Ⅲ遺跡全体図
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Ⅳ　検出された遺構と遺物

１　遺跡の概要

　向原遺跡では過去の２回の調査によって、縄文時代前期前半の集落址及び古代（律令期）の集落址が

確認された。また、周辺には古代の牧関連遺構群が存在することが調査によって明らかにされている。

　向原Ⅲ遺跡における主な遺構は、縄文時代の炉址、古墳時代中期～後期の住居址２軒、奈良時代の住

居址５軒、土坑１基、大溝１条、溝４条である。

Ａ区

　Ａ区はトレンチ調査を実施した部分である。ここでは、調査区西で古代の竪穴住居址が５軒検出され

た。東側では、縄文時代の遺物包含層を確認したが、包蔵量は少なく、遺構も炉址を確認したのみで遺

構の密度が薄い場所であることが判明した。トレンチからは縄文時代前期及び中期の土器、石器等が出

土した。

Ｂ区

　Ｂ区は調査区西端で、大溝が確認された部分である。ここでは、古代牧関連遺構である大溝が、調査

区の南北を横断して検出された。また、大溝と切り合い関係をもつ小規模な溝が４条検出された。大溝

に壊された古墳時代中期の竪穴住居址１軒と土坑も検出された。小規模な溝４条は、大溝より時期が新

しい。

Ｃ区

　Ｃ区とした場所は、調査区南側の突出した部分で、富岡市との市境に位置する。この部分では下高田

衣沢１号墳として、以前より古墳の存在が指摘されており、墳丘と思われる高まり（盛土）と露出した

石室跡が確認できる。今回の調査では、この古墳の周堀に当たると予想されたため、確認調査を実施し

たが、表土（黒色土）は薄く、ローム層（Ⅴ層下部からⅥ層付近）まで削平されており、古墳に関係す

る遺構は確認できなかった。

 （井上）
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２　縄文時代の遺構と遺物

（１）遺構（第14図）

　縄文時代の遺構は、12トレンチでⅣ層中部から炉址（地床炉）が確認された。炉址に直接関連する

遺物の出土はなかったが、周辺から中期の土器、石器が少数出土したが、遺構の時期は不明である。

　なお、向原遺跡及び向原Ⅱ遺跡では、前期中葉（有尾・黒浜式期）～後葉（諸磯ｂ式期）の遺構・遺

物が確認されている。

（２）遺物（第７図）

　縄文時代の遺物は、全て遺構外で、包含層から土器や石器が少数出土した。主な遺物は、前期中葉の

有尾・黒浜式（１）、諸磯ｂ式、十三菩提式～五領ヶ台式（２～４）、中期初頭（５）、中期後半の加曽

利Ｅ式（６）の土器片と打製石斧（７～９）、凹石等の石器である。

　１は口縁部破片で胎土に繊維を含む。地文は縄文である。２は  結節縄文が施された前期末から中期

初頭の土器片である。３は結節浮文線が施された土器片で十三菩提式である。４は斜沈線と平行沈線が

施された五領ヶ台１式である。５は浮線で施文された口縁部である。６は表面に赤彩が施された加曽利

Ｅ式である。

　石器は打製石斧のみを図示した。打製石斧は、側縁が直線状で両刃となるⅡ形態（６・７）、中央に

抉りをもつ上下が刃部となるⅢ形態（８）である。石材は頁岩と安山岩である。８は後期の形態である。

 （井上）

第７図　縄文時代　土器・石器実測図
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３　古墳時代の遺構と遺物

（１）遺構

住居址（第13図・第14図）

Ｈ－６号住居址（第13図）

　平面正方形、柱穴は４カ所で、南東隅に貯蔵穴がある。炉址は検出されなかった。床面には炭化材が

残ることから焼失住居と思われる。覆土は火災による屋根材の崩落土である。床面は硬くしまっている

が貼床は確認できなかった。遺物は土師器の破片が出土したが、完形個体の出土は無かった。特殊遺物

では緑色岩類製の棒状礫が、３区２層で出土した。

Ｈ－７号住居址（第14図）

　Ｍ－１・５号溝により住居址の１/３が破壊されている。現況から判断して正方形であると推測され

る。本住居址も焼失住居である。床の南東隅には貯蔵穴、周溝が確認されたが、調査部分では炉址は検

出されなかった。柱穴も不明である。貯蔵穴の脇には、白色粘土が出土した。残存している部分の覆土

中からは、大量の土師器が出土した。完形個体も多く、台付甕は、北東壁際で横倒しの状態で出土した。

 （井上）

（２）遺物

土器

Ｈ－６号住居址出土の土器（第23図１）

　１は土師器の坩で、５世紀中頃である。

Ｈ－７号住居址出土の土器（第23図２～７）

　２は坏、３と４は高坏、５～７は甕で、５世紀中頃の土器群である。加賀塚遺跡のⅡ期に相当する。

６の台付甕の胴上半に吹きこぼれ痕があり、口縁部と胴下半部に煤が付着していることから、炉での使

用が考えられる。

砥石（第24図３）

　Ｈ－７号住居址から流紋岩製の砥石が２点出土した。３は扁平礫に１カ所、両面からの孔が穿たれて

いる。被熱痕が残り、やや脆い。６は礫面に敲打痕（凹）が残る。滑らかな磨面が認められる。

棒状礫（第24図10）

　Ｈ－６号住居址から緑色岩類製の棒状礫が１点出土した。細長い自然礫で一部研磨が認められる。

 （土器：三浦・井上　その他遺物：井上）
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４　奈良時代以降の遺構と遺物

（１）遺構

住居址（第８図～第12図）

Ｈ－１号住居址（第８図）

　平面やや五角形気味の不整円形である。竃は東壁に存在する。柱穴は深さ及びその配置により３本（Ｐ

－１・３・４）と推定される。竃は撹乱により遺存状態が悪いが、ロームを含む土で造られた簡易的な

構造である。また、竃右脇には、壇上の高まり（地山削りだし）が認められ、この部分では多数の遺物（坏

の完形個体４点を含む）が出土した。Ｈ－５号住居址と同様、出土土器には時期差が認められる。完形

の坏は全て同時期であるが、それ以外の土器（主に甕）は「廃棄」による混在の可能性が考えられる。

住居覆土は人為的な埋め戻しによるものである。一般的な住居址の平面形態とは異なり、３本柱である

点で注目される。

Ｈ－２号住居址（第９図）

　平面長方形、柱穴はなく竃左側に貯蔵穴が存在する。竃は北壁に設置されていた。焼土を多く検出し

たが、簡易的な構造である。住居址南西隅には大形安山岩の台石が置かれていた。遺物は上層から下層

にかけて、須恵器を中心に出土した。編物石は２点出土した（安山岩）。完形個体はない。覆土は人為

的及び自然堆積によるものである。

Ｈ－３号住居址（第10図）

　平面正方形であるが、柱穴は無い。竃は撹乱により破壊されていたが、簡易的な構造である。竃右脇

には貯蔵穴が存在する。遺物は１層からはほとんど出土せず、２層と３層で南側と竃左脇付近の２カ所

で出土した。完形個体はない。羽口が竃左脇から出土した。

Ｈ－４号住居址（第11図）

　平面正方形、柱穴は４カ所、周溝が存在し、北壁には竃がある。この時期の典型的な形態である。覆

土は人的な埋め戻しの後、自然堆積である。遺物は須恵器を中心に破片が多数出土したが、完形個体は

少ない。特に竃右脇付近で多数の遺物が出土した。編物石は床中央を中心に12点出土した。

Ｈ－５号住居址（第12図）

　平面長方形、柱穴はなく、竃は北壁及び東壁の２カ所に存在する。竃は造り直しされており、東竃（竃１）

が新しい。床面には大小の炭化材が多数分布することから、焼失住居と思われる。竃右脇の土坑が貯蔵

穴と考えられ、須恵器の坏が１点出土した。遺物は住居址東半分において３層（床面）で完形土器を含

め多数出土した。また、Ｈ－５号住居址と同様、出土土器には型式学的に時期差が認められる。「廃棄」

による混在の可能性もあるが、共伴している可能性も否定できない。竃前では編物石が、10点まとまっ

て出土した。床面から用途が不明な凝灰岩（白色）の大形礫も出土した。住居覆土は火災により屋根が
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崩落した後、自然堆積が認められた。

土坑

Ｄ－１号土坑（第14図）

　Ｍ－１号西、Ｍ－４号溝の南で確認された。確認面より深く土師器片が刺さっている状態、遺構が円

形に浅く窪むことから土坑として認識した。底面は掘削により凸凹である。遺物は土師器甕片が少数出

土した。

溝

Ｍ－１号溝（第16図～第18図）

　本遺構は中野谷地区に広く存在する牧関連遺構の一つである区画溝である。調査区の南北を縦断する

ように、浅間Ｂ軽石層が２列の筋状に観察されたことにより、区画溝と断定し、約110ｍに渉って検出

した。溝の規模は上幅３ｍ、下幅１ｍである。断面は中世城郭の堀の一つの形態である。薬研堀に近く

法の途中から垂直に下がる。底面は掘削により「あばた状（凸凹）」のままである。なお、底面及び法

面には、多数の深いピットが検出された。北側部分は湧水により、底部が冠水している。覆土は人為的

な埋め戻しが、溝中位まで行われた後、自然堆積により埋没している。浅間Ｂ軽石降下までは、浅く窪

んだ状態であったと思われる。埋め戻しの覆土にはローム及びＹＰが大量に混入していることから、溝

の両側には、掘削土が盛られていた可能性が高い。しかし、表土が薄く、削平されていたため確証は得

られなかった。この溝は、南側の谷へと延びているものと推定される。当初、西側に隣接する真光寺原

遺跡にある東西に延びる溝が、向原Ⅲ遺跡の溝と合流すると想定されたが、真光寺原遺跡の溝が、調査

区外の露頭（県道予定地内）で確認したところ、東へは延びずに南側に曲がって、谷へと抜けていくこ

とが確認された。Ｍ－１号溝の北側は、東へ折れ曲がる可能性がある。

　この溝の北方向には、低地部分では湧水があるため、溝の掘削範囲を推定することはできないが、上

宿南遺跡で確認された溝と合流する可能性が高い。

　溝の両側で、関連遺構の検出に努めたが、遺構は検出されなかった。また、ピットについても溝と同

時期のものは確認されなかった。

　遺物は覆土中から出土したが、時期が特定できない土師器・須恵器の小破片が僅かに出土したのみで

ある。また、溝中央部の底では、炭化材を検出したが、性格は不明である。

　

Ｍ－２・３・４・５号溝（第19図・第20図）

　４条の溝は、Ｍ－１号溝を横切って検出された。覆土は浅間Ｂ軽石を混入する土（二次堆積）である。

切り合い関係により、全てＭ－１号溝より新しいことが判明している。溝の底面は掘削により凸凹で整

地されていない。等高線に沿って斜めに延びていることから、何らかの「区画溝」の可能性が考えられ

る。東西方向に延びる溝は、向原Ⅱ遺跡（土地改良地点）でも検出されている。

 （井上）
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（２）遺物

土器（第21図～第22図）

Ｈ－１号住居址出土の土器（第21図１～11）

　１～４の坏は８世紀後半である。５と６の土師器暗文土器と７～11の甕は８世紀前半にみられるタ

イプであり、時期の異なる土器が共伴している点で注意が必要である。

Ｈ－２号住居址出土の土器（第21図12・13、第22図１）

　12は土師器坏、13は台付甕台部、１は鉢で、８世紀前半である。

Ｈ－３号住居址出土の土器（第22図２・３）

　２は土師器暗文土器、３は甕で、８世紀後半である。

Ｈ－４号住居址出土の土器（第22図４～９）

　４～６は土師器坏、７は暗文土器、８は小形壺、９・10は甕で８世紀前半である。

Ｈ－５号住居址出土の土器（第22図10～16）

　11と12の土師器坏と13の暗文土器は、８世後半の典型的タイプで、10の坏はそれよりやや古手と考

えられる。14の蓋と15の高台付坏は８世紀前半に多いタイプである。16の磨きの入った土師器坏は、

古墳時代（６世紀代）のタイプで、他の土器とは時期が合わない。

鉄製品（第24図１）

　１は刀子の基部付近の破片である。錆に覆われ、遺存状態は悪い。断面「▽」で空洞である。

紡錘車（第24図２）

　２は、滑石製で、別々から出土した２点が接合した。削り整形後、研磨が施されている。

砥石（第24図４・５）

　７点出土した（遺構外は２点）。４は流紋岩製の仕上砥である。角柱状の礫を素材とし、４側面に研

ぎ面が認められ、使用により彎曲している。５は角柱状の礫を素材とし、全面に研ぎ面が認められる。

軽石（第24図７・８）

　２点とも軽石製の円礫で、中心に凹がある。用途は不明である。

原石・搬入礫（第24図９～11）

　９は石英の原石（搬入礫）である。10は礫面に削り痕が残るが用途不明で、搬入礫とした。11には

浅い削痕が残る。

土製品（第24図13・14）

　13は貫通する孔と円形の凹がある用途不明の土製品である。表面は滑らかに磨かれている。14は土

師質土器の坏底部を再利用した土製円盤である。回転糸切り痕が残る。

羽口（第24図15・16）

　２点とも円筒状であり、先端に黒色付着物がある。

編物石

　大きさの平均（完形品）は、Ｈ－４号住で長11.5㎝、幅5.2㎝、厚3.5㎝、重264.6ｇ、Ｈ－５号住で

長12.7㎝、幅5.6㎝、厚4.2㎝、重389.2ｇである。

 （土器：三浦・井上　その他遺物：井上）

― 20 ―



第８図　Ｈ－１号住居址実測図

― 21 ―

H-l号{主

凸

E • 

A・ 3

⑫
 

P-6 

. 
υ 

251.5m 

A・ II b 1]クラ> IIil !I b カクプン
カクヲ〆

て出ム旦s---CLiU

251.5m 

E・

土器分布

2 

巴

6--
• B 

ハ
ギ
間

E 
m . 
m 
N • 

g 
rコ

m 
'" . 。
υ 

• B 

• F 

U11!i(，~ 

昨 1，2'13日

まE :3，971g 

主ixLi、6.~ 126日

五，6!1:'lg

1層 2層
市内 ••• 7 [メサブ 1レ ........ .・E・
1'-1 . ... 

15[メザフトレ •• • 
['-2 ・・・ H [メ羽"'JI之 +;ri -・・・ 7
p .:'l ・・・・・・・

1 1 [J<.: 11 bWi .. 者ドド

[，;j 制作 1'-4 ・.......
7 [メ[Jb ，?i 

回
P-5 ・・・・・

)，'1J)旦 -・・・ド 6 ・

辿燐タl 也訓 LIり粘tt ili!:人物 倣~

R PRByp iJH 院

ひじ x 然1惟w
lく 2 C ※ 

2< C C ※ ※※  

I!-1 

。 4 m  

。 4m  



第９図　Ｈ－２号住居址実測図

― 22 ―

ー. 

-
凶

g
∞-
H
回
目

。.
出

-
Q

.

 

ー. 

H-2号{主

-υ 

g
∞・J

[

凹

N

• B 

. 。

. 
0 

。
A. 

. 
同台石

G亙主F 焼土

D-l 

251.2m 

1 • 

Y
2
 

• H 

~安デクラシ

竃

25L5m 

G • • B 

カクラJ

カクラJ

1m 

251.8m 

A ・

、、
カヴプ/ -

土器分布

色調しまり粘性 浪 人 物

R P RT3 ¥'P 焼十問。。※ x x 

口※。6.
v 

ん※ x x 
ムム
ムふ x x 
ム※

ふ※ x x 
ム L
ムむ
ムム x
ム※

つムム×。※

備J号

※

※

※

※

ム

C
ム
※
×

1建立1

※ 

m品

川

先

白
川

lく 2 0 

2 <::¥ 
2く 4 く〉

汚く 2 コ。
門、J

:::: < 2 仁、

1く"

4<5 仁〉

2く('; 0 
6く 7 ム
8 < 7 () 

9<7 ム。
r一、
) 

泣相， I川 同名

2 I 1 黒色 1.，~: 1川

2 虫色

3 

n 

2 

3 

1 

0 

(i ，)J椙色 i届:"iY!¥

7 明功尚也 i恰i;)YR 

8 ぷ間色|胤 5¥l?

9 "青出色 1:刷 5YR

I 間色 IJ2，'10刊

2 附侶色 i刷 10日

11 

市

1層

2く 1

0-1 

2層

367g 

"α12g 

4m  

4m  

30g 

2A89g 

ιw.~ 

，lI 

。

。

む内 ・......... 
7[えサプトレ ・・・・・・・・ 7

lllxサプトレ・.......四

日同 'tプトレ・..

特色上 ・

3層



第10図　Ｈ－３号住居址実測図

― 23 ―

~ . 

居
申

.
0目
N

(

『

・

-υ 

百日
v
.
0回
目

• H 

H-3号{主

.. 
】. 。.

A・

-u 

. 
凶

. 
υ 

~焼土

D-l 

マ~'

竃

2-Eア;δ
• B 

ぢ

iTIl: 

250.4m 

A ・

3層

.... .. .. 
0 

・・・・....... . . 

2層

土器分布

1届

色調 Ll::りれ':同 出 入 物

RP RD YP 悦 1:
x 

yく x

※ × ※  

※ 
※ x 
ム

^ 
ム × ※

※ 

* x 
ム × ※

備勾

I¥s-ll 

※ 町制 (1然陥j

恨め!大し(1V除

制 111"1'1/，1体

※
※
ム
※
ム

C
U
0
3
0
ム

4
0
0
0
0

。コ
C
O
C
門

A
ヘ
ノ
ハ

U
C

2

3

2

3

3

3

2

3

 

く

<

〈

<

<

く

く

く

1

2

1

2

4

4

1

2

 

。w
ft¥ 

fti内 ・・........・・..
1)-1 •••••••• 

71メサブトレ・・・ 0-1 

130g 

662g 

叩

出

昨

由

世

削

4m  。

4m  。2ig 

月199

主l虫記号

jl 



第11図　Ｈ－４号住居址実測図

― 24 ―

ヱ
-

-

O

 

g
D
.
0目
N

凸

-

-

パ

)

g
D
.
0目
N

』
}
「
【

• B 

• F 

←， 

題審

。月口
警警

H-4号{主

覇事

毒事

A. 

E・

竃

一乏ヂ:
• B 

. 
0 

. 
υ 

II b 
250.0m 

A・

fυ 民

1
1
i
l

め
山
山
山
川
市
町

m
衡

屯

市

電

×
※
※
×
※
※
※
×
※
 

色調し主り粘円 出人物 備符

R l' RB 、P 班十炭

じ心1IIk'!

o 
C，※※※  

c CJ ※×※  

(コロ※
仁 C) ※×※

C，ム×※

ム o () () C) 

() 0 ム

C 6 
c c)※  

C 0 
C ムム×※

※
※
※
×
ム

A
※
×
ム

! < :; 
" 
iく 4

1 、2

2ぐ i

も<4
3ぐ 4

2くら

7く 6

8ぇ 7

oごり

~i"; 

• F 

カケラ〆カクラ/

n
 

nu 
n
U
 

5
 

つ0

・
E
 

-・・・・・ E・・.. . 
• .... 
・・・・・・岡田... 

i'ti内

[)-l 

p-1 

1..'1構

汁ズサプトレ

71ズ 'rブトレ

111メ吋ブトレ

日|メザブ fレ

J百

土器分布

1層

編物右長幅グラフ

(mm) ・引手|

o I '.' I I 【 1
II ・欠t員 1

• 
.. 鳳，• R ，-・:

胆・

::r::::L::::::t:::::J 

マ-
-

••• 

t師日日

月、

搬入隊

683♂ 

2，189g 

20Lg 

λ073g 

4m  

4m  

引人E日↓

dト

。
。

60 80 

(mm) 

制物イ1イ1材

記山

~~;lllIll }'I--1':.2 ;，':0: 

hゆ¥-':-，山

結色山知 l!片

140+' 

120 

1口D

~ 80 

60 

40 

幅

20 

。。

編物石重量度数ゲラフ

jjjj;jjl 

喜4+'+'"十・4・・4・・4開・ l

2+ベぺ， 11111111~ 

o~ 之 :;11111111111111 1[ : : 
o 100 200 300400500 600 700 

重量 (g)

|1111111完形 :と欠損|



第12図　Ｈ－５号住居址実測図

― 25 ―

E

-

-
0
 

5
m
.
m
-
v
N
 

:巴

(--

-υ 

呂
田
。
品

-vN

• F 

ド一、. 

言語 轟

凝灰岩

H~5 号住

. 
0 

竃 2
鍾露霊診炭化材

250.0m 
1 • 

• B 

249.9m 

A ・

l師日十

円、

~.l!: 

8:mg 

:-l，5ilg 

-¥81g 

il，782g 

組止しii+I

土器分布

• F 

カクプ〆カクプ〆

249.9m 

E・

:n 
(品勾

fJ't:k: j I_; ~Ii 

色調し七りも，内 世人物

R f' R n ，/ p 地 l 出

※ 

※※※  

ム※※

C) x 
※ 

ム

※※※  

※ 

※ 

ム ×※

※×※  

x 

、民ノ

ノ¥

※

×

×

※

※

X

※
※
〈
い

※

※

ム

ム

ム

※

※

×

。
(
)
ム

0
0
3
0
ム
0
0
0
0

し

1 < 2 C 
2ぐ : J ご

ム
n 
) 

ム

ム
ム
ム
、
〉
心
ム

1 < 2 

l < 2 

3く 4
;) < cl 
4<6 
7く 6

8く 7

泣間名|属高?

3 

1 I~J ，Jト絹色 f 刷;) y収

I 附裕也 i肘7.5YH
1m日色 1凶7引 R

3 褐色 i肘 5Yfi

L 請ミ箔色!凶7引 R

;) :.¥ti'昌也
6 

8 

11-.'i 

i1fl 

滋2

一
匹

員:
 

一
完

中

三

一・・
一

フ
「
1
1
1
L

ラ

1
1

グ
一
一

一喧

一

EE--EZEγ%

間一
.
1

・可a
F

…

石

丁

目

:

一

一

.

物
一
一

編
一
:
:
:
…

剛一一
(

T

+

ー
ー

Tー
す

ハ
U

n

u

n

υ

内

U

6

0

8

6

 

長
さ

市 1内・・..
Y江2内.

])-1 .園側掴・・・E闘・旭

川辺 ・・・・・・・

:3 r~~ リブトレ・

71メサブトレ・・・-

11民ザブトレ ・・・

川 ・・....
15[:>(サプトレ マ

加物イ1イt村

氏山山 10点

140 

120 

40 

3

2

 

点
数

重量 (g)

11111111完形山損|

f)_. 1 

編物石重量度数グラフ

5 

20 

。。 4m  

4m  

。
。

80 

(mm) 

60 40 

中富

20 



第13図　Ｈ－６号住居址実測図

― 26 ―

H-6号{主

"-< . 。.
同

γ

円・

-
0
 

呂
田

.
h
甲

N

。. 

正九師側
瞳鞠

倫

明

日

鞠

鞠
• B 

• F 事

I団

。
轡

A.  

E. 

-υ 

己
回
.
ド
ザ
円

. 
υ -0 

247.0m 

I・

下す
4 

領怒霊惨炭化材

• B 

247.4m 

A. 

• F 
247.4m 

E・

309g 

963g 

。只

1，272は

日
マ

w

k

;

n

q

h

u
d
M
d
2
 

1
 
H
 

トー

ぜi忠持

1'-1 

81ぇサプトレ・・・・・

111メサブ lレ ・・園圃匝圏直

口[)(サフトレ ・・・・ 7

71メガプトレ ママ

開入隙
2層

土器分布

1層

炭

ム

、/... 

色調し支り粘性 浪人 物

R PHB¥'P {j'[ 

o ※ 

。 ※×※

O ※×ム
ロム×ム
ロ※※ム
ロ※×※
つム×ム
ロワムム
ロム×※
。つ※

( 

U 
一、、

心

~、、J

( 

fへ、
にノ

1く 2 じ

2く 3 ム
-1<二 3 ム

2 < fj ム

1 < 2 

2 < :3 
2 < 4 
2ぐ 5

遣問名 i州 同名

1 !H色
2 

3 

2 

3 
1 

0 

ll-fj 

1)-) 

4m  

4m  

。
。



第14図　Ｈ－７号住居址・Ｄ－１号土坑・炉実測図

― 27 ―

H-7号住

むHき~~~

孔1-1 H-7 

248.2m 
A.  

ぷ二二乞ニプ

D-l 

A • 

炉 1 (縄文) 。

250.0m 
A. • B 

て 2三デ

。
同
州
川
附

yυ 

鍾翻富診炭化材

M-1 

• B 

D-l 

• B 
248.7m 

A・

。
。

D-l 

247.9m 

E ・

土器分布

1層

卜\'~ lI'f Aii 

1 ::立相色 u凶 lOYIl ，::: 
2 黒色 1)/]tOYR :2 < I 

3 日汗色 1一同 IOYH :;く j 

I 尚也 U'!JIOYll 日<4

泣帥名|附許 制名

。

11-7 

L自1，出;

• F 州、 1，689日

U 
ヲE ¥09，1認

ミiiJι;;::; O♂ 

ト 1，7R1g

21，醤

L勾 M

¥)-1 ・a
1¥1-5 ・・・・・・・

田十

色訓 L変り粘性 混入 物

RPRT3 ypj必l

※ λ ※ 

C 0 、く円。 x。

ヘs-B
×栄

ム

D-l 
• B 

-・.......... 

混入物 備今

R P RD VP 焼 l 炭

。 。※ム※

2< 1 0 c) ※ ※ R凶llliiり人会与

お'1 11 功、侶色 i附 5YH

2 目白純白 l脳 GYH

。

色淵 L全り粘性

。
4m  



第15図　Ｍ－１～５号溝位置図

― 28 ―

3F 

246.8 

247.2m 

3K 

3P 

311 

4A 

150 

25m 

140 145 



第16図　Ｍ－１号溝実測図（１）

― 29 ―

Q 

-

υ 

E
T
.∞
申
N

泊

〈

40cm以上。

自
}v
.

ト
-
v
N

3F-148 

仁1ヒ。ツ 卜深さ

3H-148 

• B 

31)-[46 

A 

(a) 

3 J-145 

3 F-145 

3 H-145 

M - j  

(a) 

4m  

4m  

千r(n似l

I*Jiiflil:!<'1 

。



第17図　Ｍ－１号溝実測図（２）

― 30 ―

M-l (b) 

iu ず

H 

30-144 
-
〈

E
∞.∞お -

凶

E

∞.由
-
v
N

ヱ ト「

• D 

3Q-146 

E • 

• 5
∞
町
四
Y
N

-

E
∞
.
品
目
V
N

ピット深さ 40cm以上 。
M-l巾央ベルト南壁

249.7m 

c • 
IIb 

• D 

4 m  

。 4m  

平rlul叫

附1(lil刈

3 U-146 



第18図　Ｍ－１号溝実測図（３）

― 31 ―

， 
凶4. 

-

凶

E
m
-回
目

。. 

-υ 

E

∞C
凹

N

勾

-

-
〈

呂
∞

C
回
目

3Y-145 

3X-145 

3 V-143 

A.  

M-l (c) 

3 X-142 

石器分布M-l 土器分布孔1-1 

田

日日

2lHg 

。広

M- 川辺

トl':ifi目;

向、

う」

を(I忠!お

••••••• 

•• ••• 
....... 

I¥，1-1 

M-!jt 

0.1-1 P-1 

M"-lJ，'i]辺南壁M-l 

252.2m 

G • 

4A-142 

• H 

2S:lg 

flb 

周
一
※
※

4m  

4m  

※
※
※
 

※

※

※

※

※

※

※

ム

※

※

色調し実り粘性 江主人物

R r RD  '¥.'1"' 

c ※×ム

1 < 2 CJ ※×ム

3く 2 C 0 ※×ム

2く 4 CJ ()ム※ C
5くc)※×ム

ろくのむ こ o c 
7く 6 ム×ム

8<4 0 c) o 
Sく¥-) C) CJ ム×ム

c ( ) ※ × ※  

1 < 2 ¥.._) 0 ※×※  

2<:1 C 0 ※×※  

3く4 ()ワム×ム

l<;) C 0 ム×ム

九<6 ()ロム()

6<7 '-:_i 0 ()※ C 
H< fi 0 ワム c
り<;) C ム×※

臼く 10 () つ つ o 
11く 6 (_; 0 ム×※

。
'1' 凶il~l

肉flUil刈

。

l¥'i-1 P何時

40cm以上

4C-144 

ピット深さ

4E-144 



第19図　Ｍ－２号・Ｍ－３号溝実測図

― 32 ―

♂
 

〆
3
F
 〆

4
F
 d

F
 4

F
 

，
 

，
 

，
 

，
 ，

 
，
 

M-2.M-3 

3F-148 3ドー145

M-2西・東壁M-2西・西壁

247.6m 

A・ M-2・M-3土器分布

?、j-2州

• 0 

てミミクー

247.1m 
c. • B 

二ミ三三云こ ... M-2JR 

I¥1-:3 

M-3西・東壁M-3西・西壁

，へ

※
匂
×

色調 L全η 粘性 混入物

RP RB YP  

x 

x 

x 

ム

ム
ロ
×

O
ム

ム

1 < 2 ② 

ム
1く 2 、コ
l<己ム

:1 < 4 ::J 

ム

五1- :3;R 

• H 

R三~

246.6m 

G・• F 
247.4m 

E・

?、1，-:3丙

III 

4m 。
市川ir~1

4m 

]tJrluil?:] 

。



第20図　Ｍ－４号・Ｍ－５号溝実測図

― 33 ―

M-4"M-5 

M-4西・西壁

249.0m 
A ・ • B 

M-4西・東壌

248.8m 
c. 

℃ミミジ ~三~

M-5西・西壁

249.4m 
G・

M-5西・東穣

248.5m 

I・ • J • H 

一文ヲー
て三ア

孔1-1 

d
F
 4

F
 d

F
 

，
 

d
F
 

，
 

3L-148 

にジ

• D 

M-4東・東壁

249.2m 

E・ • F 

Iil 

六ミミヲマ

M-4"M-5土器分布

M-4VY 

M-4W: ..  .睡圃

I¥1-5由

タ『

1 D，Ht.す七万lOYll

2 'I'i間色 l凶 lO¥'R

3 山地色 l:k"il0YR

1 '民間色 l制 lOYR

2 間色 i凪 10日

色調 し主り粘件 人物

R I' R B Y P As-I:l 

x ム

x 
() 

。
コ
ハ
ム
ペ
)

)

〔

U

円
、

2

3

 

<

<

 

1

2

 ιも

1<2 ム

。

。



第21図　Ｈ－１号・Ｈ－２号住居址出土土器実測図

― 34 ―



第22図　Ｈ－２号・Ｈ－３号・Ｈ－４号・Ｈ－５号住居址出土土器実測図

― 35 ―



第23図　Ｈ－６号・Ｈ－７号住居址出土土器実測図

― 36 ―



第24図　古墳・奈良時代　鉄製品・石器・石製品・土製品実測図

― 37 ―



Ⅴ　成果と問題点

１　奈良時代の土器について

　安中市で調査された古墳時代末から奈良時代の集落遺跡は約30遺跡を数える。この時期の土器様相は大

枠では県下全域と同様であるが、いくつかの点で地域的な特徴を示すものがある。それらを視点にし、地形

的に分けられる各遺跡群の様相を検討したい。

　まず、特徴となるのは土師器甕であり、一般的な甕は９世紀に口縁部の形態が「コの字」状となるいわゆ

る武蔵型（甕Ａ）と呼ばれる甕であるが、西毛、特に富岡地区を中心として別系統の土師器甕（甕Ｂ）が見

られる。この甕Ｂは、古墳時代の胴部を縦位に箆削りする甕の系譜にあると考えられ、口縁部は大きく外反し、

胴部上位の膨らみが少なく、底径が甕Ａに比べると大きいものであり、器厚が厚い。時期的には８世紀代に

見られるもので、胴部が長胴なものから短くなって行く変遷が想定できる。

　また、胴部が大きく丸みを持つタイプの甕についても、県央部や東毛に主に分布する甕（甕Ｃ）とは異な

るものである。甕Ｃは甕Ａに共通する調整で作られ、胴部の上位を斜めに、中位から下位を斜縦位に箆削り

し、比較的薄手に作られた甕である。それに反して、安中市で出土する甕（甕Ｄ）の大半は口縁部がやや短く、

調整は縦位の箆削り、厚手で重い印象の甕となっている。その他、土師器坏については、暗文土器のタイプ

が多い点が指摘されている。

　これらの点を遺跡群の中で比較するに際しては、報告書の中に掲載された土器の点数を基準にし、甕に関

しては８世紀代での甕Ａの占める率を、暗文土器坏は土師器坏との比較で暗文土器坏の占める率を示した。

この出土率に関しては、出土遺物すべてを対象としてカウントすべき遺物の基準を検討したわけではないの

で、曖昧にならざるを得ず印象的な意味が強い。しかし、ある程度は量の違いを表しているものと考えられる。

　まず、碓氷川の北側、秋間丘陵で調査された集落遺跡は北原Ⅱ遺跡のみであり、８世紀前半が３軒、８世

紀後半が５軒検出されている。資料が少なく須恵器が突出して存在するのかは不明だが、土師器甕に関して

は甕Ａが83％と主体を占め、暗文土器は12％と少ない。

　同じく碓氷川の北側で九十九川から碓氷川の間の地域では、嶺・下原遺跡、嶺・下原Ⅱ遺跡、榎木畑遺跡、

清水Ⅰ～Ⅲ・Ⅴ・Ⅵ遺跡が検出されている。７世紀後半の竪穴住居が11軒、８世紀前半が17軒、後半が13軒

検出されている。これらの遺跡での土師器甕Ａの割合は50％、暗文土器は30％である。九十九川と碓氷川に

挟まれた中位段丘上に位置する地尻遺跡では７世紀末から８世紀前半の竪穴住居２軒が検出され、資料は少

量ながら土師器甕はＢが見られる。植松・地尻遺跡は７世紀末から８世紀代に古代「碓氷郡」の郡家あるい

は駅家などに関係する施設の可能性が考えられており、竪穴住居としては７世紀後半のものが２軒検出され

ている。８世紀代の土器も含めて須恵器の卓越した状況が窺える。甕については８世紀代のものが出土して

いないため不明である。

　松井田丘陵の南縁に位置する五料平遺跡、五料野ケ久保遺跡、五料稲荷谷戸遺跡では、８世紀前半が４軒、

後半が６軒検出されている。土師器甕Ａは67％、暗文土器坏は70％である。松井田丘陵の北面に樹枝状に張

り出す台地上に位置する高梨子三次郎遺跡では、８世紀前半が２軒、後半４軒が検出されている。資料は少

ないが土師器甕Ａが33％、土師器坏は暗文土器のみであり、須恵器蓋坏が多い傾向が見られる。松井田丘陵

の碓氷川に面した東南斜面に位置する愛宕山遺跡では７世紀後半の竪穴住居が１軒、８世紀前半が２軒、後
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半が１軒検出された。土師器甕Ａが８％、暗文土器坏は22％である。

　碓氷川右岸の下位段丘上では、柳瀬川に平行して、東から西裏遺跡、西裏・西新井遺跡、松井田工業団

地遺跡、人見大王寺遺跡、人見中の條遺跡、人見中の條２遺跡（以上大王寺地区遺跡群）がある。

　これらの遺跡で合わせて７世紀後半の竪穴住居が25軒、８世紀前半が45軒、後半が38軒検出されている。

この地域では土師器甕Ａは少なく20～30％、特に西裏遺跡、西裏・西新井遺跡では甕Ａがほとんどない。暗

文土器坏は10～35％であるが、人見中の條２遺跡では暗文土器が82％を占めている。この人見中の條２遺跡

では８世紀前半の７号住から須恵器円面硯が出土し、隣接する人見中の條遺跡では９世紀代の円面硯や風字

硯が出土しており、この地域の中心的な機能を持った遺跡の可能性が考えられる。また、安中市内ではほと

んど甕Ｃは見られないが、人見中の條２遺跡、松井田工業団地遺跡で少量出土している。

　碓氷川上位段丘の横野台地の中野谷地区遺跡群では、竪穴住居が少なく資料もあまりないが、向原Ⅲ遺跡

では８世紀前半の竪穴住居が４軒、後半が１軒検出されている。甕はＤタイプが主となっているが、甕Ａは２点、

Ｂは１点出土している。暗文土器坏は40％である。また、平塚遺跡は終末期の古墳であるが、８世紀前半代

の土器が出土しており、ここに見られる土師器甕はＢタイプである。

　鷺宮地区遺跡群では荒神平・吹上遺跡、上ノ久保遺跡があり、７世紀後半が７軒、８世紀前半が６軒、後

半が２軒、土師器甕Ａは36％、暗文土器坏は30％である。

　安中市の南東部、碓氷川の右岸の丘陵上にある野殿地区遺跡群では、西殿遺跡、堀谷戸遺跡がある。７世

紀後半から８世紀前半にかけての住居が６軒検出されている。資料は少ないが、土師器甕は甕Ａが多く、ま

た暗文土器は出土していない。

　さて、土師器甕Ａ・Ｂの出土傾向を主として見てきたが、秋間丘陵地区や野殿地区のように甕Ａが大半を

占める地域がある一方、中野谷地区のように少ない地域も見られる。例えば、北原Ⅱ遺跡などは、周辺は窯

業地帯でありその製品は周辺地域のみではなく広範に流通しており、北東側の高崎市域との比較も考慮する

必要があろう。また、中野谷地区は地理的に近い富岡方面との繋がりが考えられ、富岡地区に分布の中心が

あると思われる甕Ｂの存在が顕著となっていることが指摘できる。以上のように甕Ｂは地域色を示す存在とな

るが、資料的な制約があり量比の問題はさらなる検討が必要と思われる。

 （三浦）

第25図　土師器甕分類図
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２　牧関連遺構群について 

　向原Ⅲ遺跡の調査によって、中野谷地区における牧の区画溝及び関連遺構群の全容がほぼ明らかと

なった。これらの遺構群については、大工原　豊氏等によって、その性格と歴史的位置づけが行われて

いる（大工原1994・2001）。ここでは、すでに報告された遺構群を含めその概要と牧についてまとめ

ることにする。

１．区画溝を検出した遺跡

区画溝１　猫沢川右岸で南北方向に伸びる溝である。土橋を確認。現在のところ牧の東縁部と推定され

るに相当する（注連引原Ⅱ遺跡）。

区画溝２　南北方向に伸びる溝で低地間を区画する（下塚田遺跡）。

区画溝３　方形区画と推定され、沼地とつながっている。土橋が存在する。面積8.9ha（中原遺跡）。

区画溝４　方形区画と推定され、区画５とつながることから、時期差が認められる。低地の縁に溝が伸

びる。東には狩り込め用施設がある（下宿東遺跡・細田遺跡・和久田遺跡・上宿南遺跡・砂押遺跡）。

区画溝５　台地の南北を区画する溝と台地縁に伸びる溝である。区画溝５とした北側には、自然地形（低

地）を利用した三角形の区画が存在する（上北原遺跡・原遺跡・向山遺跡・天神原遺跡）。南北に伸び

る溝は、区画溝４と共有している。当地域では最も広域に区画する溝で、さらに西側にも広がっている

ものと推定される（西向原遺跡・真光寺原遺跡・向原Ⅲ遺跡・上宿南遺跡・砂押遺跡・妙義町下高田原

遺跡群）。さらに区画内には、小規模な溝が伸びる（上原遺跡・原遺跡）。

２．牧関連遺構

沼地　中原遺跡では、水飲み場と推定される。落合遺跡では、溜井が数カ所確認された。

工房　下塚田遺跡では大溝の西側で鍛冶工房址が４軒確認された（７世紀後半）。天神原遺跡と三本木

Ⅱ遺跡では、大形台石をもつ工房址（皮革加工か）が確認された（８世紀～９世紀）。

調教関連施設　天神原遺跡では、「馬の洗い場」と推定される長屋状の遺構が２棟と調教用の馬場と推

定される円形の柵列が確認された。同様な柵列（方形区画）は、中野谷松原遺跡でも確認された（８世

紀後半以降）。

集落　横野台地は、他地域に比べ古代の集落が少ない地域である。７世紀代の集落は、堤下・北東遺跡（７

軒）、細田遺跡（１軒）で確認された。８世紀代の集落は、堤下・北東遺跡（２軒）、向原Ⅱ・Ⅲ遺跡（７軒）、

中野谷原遺跡（２軒）、加賀塚遺跡（１軒）、下高田原遺跡群で確認された。８世紀末から９世紀代の集

落は、三本木Ⅲ遺跡（４軒）、和久田遺跡（３軒）、上原遺跡（１軒）で確認されている。集落規模は小

さく時期も限定され、土器も少ないことから、一般的な居住地ではなく、牧の運営に従事した集団の居

住地であったものと考えられる。また、８世紀代の住居址からは、比較的多くの畿内系暗文土器（土師

器）が出土している。横野台地の北側、碓氷川右岸には、大規模な集落が存在する（大王寺地区遺跡群）。

ここでは、約500軒以上の９世紀代を中心とする古墳時代から古代にかけての住居址及び掘立柱建物等

の遺構が確認された。この集落では、農具をはじめとする鉄及び鉄器生産が行われている。また、公的

施設の可能性が高い掘立柱建物群と関連遺物（瓦、円面硯、墨書土器等）の存在から、遺跡一帯が古代

「磯部郷」の中心地に比定されている。
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古墳　加賀塚遺跡、平塚遺跡、落合Ⅱ遺跡で確認された古墳（終末期）と旧東横野村７号墳（神明塚：

年代不明）がある。加賀塚遺跡と７号墳は、牧区画内に存在している点で注意する必要がある。

３．牧の時期

　細田遺跡では大溝が６世紀代の住居址を壊しており、７世紀代の住居址が大溝掘削時の排土によっ

て埋め戻されていた状況から、大溝の上限は７世紀代まで遡る可能性が高いと考えられる（大工原

2001）。また、大溝には切り合い関係が認められる場所（下宿東遺跡、上宿南遺跡等）もあることから、

区画溝には段階的に掘削、延長され、長期間にわたって構築されたものと思われる。時間差があることは、

区画内に終末期古墳が存在することと矛盾がない。牧の廃絶時期は、全ての大溝覆土上部に浅間Ｂ軽石

が堆積している点と出土遺物から10世紀以前であったと考えられる（大工原2001）。牧の覆土状態から、

人為的な埋め戻し後に再度掘削された場所（西向原遺跡、原遺跡等）も認められる。長期に渡って使用

されたものと考えられるが、全てで大溝の浅間Ｂ軽石の堆積状況が類似することから、埋め戻しは短期

間に行われたものと思われ、一気に廃絶されたものと推定される。いくつかの区画溝が同時期に存在し

たものでなく、いくつかのブロック（区域）に分けられていたことを示すものである。また、和久田遺

跡と上原遺跡では、区画外で牧廃絶後に構築されたと考えられる９世紀後半の住居址がある。向原Ⅲ遺

跡の大溝と集落の関係では、８世紀前半には存在していたものと推定され、和久田遺跡の大溝と集落の

関係により、９世紀後半には衰退したものと思われる。

４．牧の時代的背景

　牧を設置した理由について考古学的及び歴史的な背景をもとに検討する。牧の上限である７世紀代は、

律令体制のもと地方支配が進められた時期である。後半には、すでに評制が導入されていたと考えられ

「碓氷評」として支配体制に組み込まれた地域である。

　中野谷地区には古墳時代では、加賀塚遺跡において５世紀中頃から６世紀初頭にかけて大規模な集落

が存在した。しかし、それ以降になると当地域では急激に衰退する。集落は台地下に広がる大王寺地区

遺跡群に移り、平安時代まで継続して集落が営まれている。古代碓氷郡には、群領級の在地豪族である

「石上部君氏」が支配したとされている。その後「上毛野坂本君」に改姓し、「朝臣」姓を与えられ勢力

を拡大（吾妻郡）しながら中央へと進出した氏族である。また、同一郡内に東山道の駅家が２カ所ある

点もこの地が交通の要衝であったことを意味している。「磯部」という地名からしても、この豪族との

結びつきがあるものと推定できる。その力の強さから、私牧を集落に隣接して中野谷地区に置いたこと

は、歴史的背景から想定可能である。

５．特徴

　本地区の遺構の特徴は、広範囲に区画される大溝とその周辺に点在する関連遺構に分けられる。

　古代上野国には、８世紀前半には官牧が存在し、８世紀末から９世紀初頭に御牧９カ所が設置された。

中野谷地区で確認された牧と類似する遺構は、渋川市半田中原・南原遺跡で認められる。ここでも方形

に溝で区画された遺構が１カ所（推定約10万㎡）確認された。区画内には遺構は存在せず、外側に同

時期の住居址等の遺構がある。また、馬に関連する遺物も出土した。遺跡のある地域は古代「有馬郷」

に比定され、「有午」と墨書された土器も出土していることから、上野国御牧の一つ「有馬嶋牧」と想
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第26図　中野谷地区遺跡群　牧関連遺構（１）
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第27図　中野谷地区遺跡群　牧関連遺構（２）

― 43 ―

¥¥!閣総総 / 小一言、
9世紀の住居祉，

己主払
1J!f~ 件忌土橋 亡士コ r 

『

跡

『

害

届
1
原上

口[

司ミ対》機ぶミミ

十ミベJf4jjJlJ!
向原・真光寺原遺跡

。 200m 



第
28
図
　
中
野
谷
地
区
遺
跡
群
　
牧
関
連
遺
構
群
全
体
図

― 44 ―

骨骨

J
 'o
 dる

Gる

p々

'" 

♂1<
>. 

26
0
，Q
n 

-.， 

-
l
 

f
「

四
遣

剛

一
内
費
二
一

D~

人
見

大
谷

津
遺

跡
(
道
路
状
遺
構
) 26

0
，
0岡

IJ=
= 

酉
向

原
・

真
光

寺
原

遺
跡

溝
に

よ
る

区
画

施
設

開
22
h

23
0

伽

勝 。

2
ω
O
m
 

。，
世一

。
九

。

2句
"

22
0.
0町

23
0.
0岡

=
 外 羊

神
社

古
墳

牧
関

連
施

設

ミ
ミ
ミ
割

低
地

o
 

50
0m
 



定されている（大塚1994、高島1996）。また、伊勢崎市三和工業団地Ⅱ遺跡では、東西に延びる大溝

とそれに付随する「コ」の字形の区画溝及びそれらを区画する溝、「馬房」と推定される掘立柱建物群

及び住居址が発見された。報告者はこれらの遺構群を牧の「放牧場」と推定している（福嶋2004）。こ

こで検出された大溝は、中野谷地区の大溝（Ｍ－１号溝）と規模、形態、埋没状態等に共通性が認められ、

存続時期も一致する点があることから、牧の関連遺構である可能性は高いと判断される。しかし、東毛

地区に牧の比定地が存在したとの記録はないため、中野谷地区と同様、記録にない私牧であったと考え

られる。

　上野国には、御牧が９カ所とそれに準じる官牧が存在することで知られているが、発掘調査で明らか

にされたのは「有馬嶋牧」とされる半田中原・南原遺跡のみであり、中野谷地区遺跡群と三和工業団地

Ⅱ遺跡のものは、比定地にない牧と考えられる。古墳時代まで遡る牧については、渋川市（子持地区）

で確認されており、大規模な馬の飼育が行われていたことを示す遺跡が多数調査されているが、古代ま

で存続したかについては、不明な点を残している。

　中野谷地区遺跡群で発見された牧関連遺構群のうち、大溝については、今後、西横野地区（旧松井田

地区）においてその延長先を大規模開発によって調査する予定である。約300ha以上に及ぶ規模をもつ

牧について、さらに解明されていくものと思われる。

 （井上）
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古墳・奈良時代住居址観察表 （単位：ｍ）

住居名 平面形態
規模

壁溝 主軸方向
土坑

主柱穴 貼床 覆土
竈・炉址

時期
長軸 短軸 深さ 貯蔵 床下 位置 構造

Ｈ－１ 中形長方形 4.9 4.2 0.5 × N-101°-E × × 3? × C 東中央 Ａ 奈良

Ｈ－２ 中形長方形 3.4 4.2 0.5 × N-20°-E 竃左 × × × B1 北中央 Ａ 奈良

Ｈ－３ 小形正方形 3.4 3.2 0.4 × N-96°-E 竃右 × × × A1 東南寄り Ａ 奈良

Ｈ－４ 中形正方形 4.7 5.1 0.6 全周 N-10°-E 竃右 × 4 × A1 北／中央南寄 Ａ 奈良

Ｈ－５ 中形長方形 4.7 3.4 0.5 × N-103°-E
N-13°-E 竃２右 × × × A2 竃１: 北・東寄

/ 竃２: 東・南寄 Ａ 奈良

Ｈ－６ 中形正方形 5 5.1 0.4 × N-1°-W 南東隅 × 4 × A1 なし 古墳

Ｈ－７ 中形 4.1 (4.1) 0.4 ○ N-16°-E 南東隅 × 不明 × A2 不明 古墳

凡例 規模の（　）は推定値。＜　＞は残存値。

覆土については『加賀塚遺跡１』を参照。

竃構造Ａはローム＋黒色土

溝観察表 （単位：ｍ）

遺構名
規模

断面形態 時期 主軸 遺物 備考
長さ 幅 ( 上 ) 深さ

Ｍ－１ <110> 4.4 ～ 5.6 1.4 箱状 古代 N-18°-E 土師器※ 牧区画溝の一部。法面及び底面に多数のピット。

Ｍ－２ <18> 1.2 0.4 皿状 古代 N-74°-E 土師器※ Ｍ－ 1 より新しい。

Ｍ－３ <6.4> 2.2 0.3 皿状 古代 N-92°-E 土師器※ Ｍ－ 1 より新しい。

Ｍ－４ <25> 1.6 ～ 2.0 0.3 ～ 0.4 皿状 古代 N-77°-E 土師器※ Ｍ－ 1 より新しい。屈曲している。

Ｍ－５ <16.4> 0.6 0.3 ～ 0.5 箱状 古代 N-93°-E 土師器※ Ｈ－７及びＭ－ 1 より新しい。途中から深くなる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凡例　(　) は推定値。＜　＞は残存値。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遺物出土量　土器※：0 ～ 1000g

挿図№ 番号 遺構名 区 層 器種 形態 材質 長さ(mm) 幅(mm) 厚さ(mm) 重量(g) 所見

第24図 1 Ｈ－４ 14 3 刀子 鉄 <49.4> － (4.3) <6.6> 基部部分、両刃、全面錆。

2 Ｈ－１ 8+12 2 紡錘車 台形 滑石 46.3 44 13.5 44.6 ２点が接合、研磨により整形。

3 Ｈ－７ 3+4 ベルト2+1 砥石 仕上砥 流紋岩 91.8 46.6 10.3 50.3 穿孔、接合資料、全面研磨、被熱破砕。

4a Ｈ－２ 8 3 砥石 仕上砥 流紋岩 94.2 48.9 36.1 251.7 ２点に分割、全面研ぎ面。

4b Ｈ－２ 8 3 砥石 仕上砥 流紋岩 75.6 48.1 36.6 174.5

5 Ｈ－１ 12 2№2 砥石 仕上砥 流紋岩 68.8 48.8 34.6 182 分割痕あり、全面研ぎ面。

6 Ｈ－７ 2 2 砥石 仕上砥 流紋岩 137.8 73.5 47.3 740.9 敲打痕、凹有、被熱。

7 Ｈ－２ 2 3 石製品(凹石）円形 軽石 67.7 69 29.4 81.1 用途不明。

8 Ｈ－５ 7 3 石製品(凹石）円形(球状） 軽石 43.8 53 45.7 49 用途不明。

9 Ｈ－３ 11 ベルト2 原石 石英 30.1 18.1 12.9 10.3 白色。

10 Ｈ－７ 4 2 搬入礫 緑色岩 150.6 64.9 35.3 393.1 凹痕あり。

11 Ｈ－４ 15 3№1 搬入礫 緑色岩 68.2 44.6 30.2 195 金属器による線状痕あり。

12 Ｈ－６ 3 2 搬入礫 棒状 緑色岩 157.8 28.7 20.9 161.4 自然礫、使用痕なし。

13 Ｈ－５ 8 2 土製品 粘土 41.6 29.1 24.5 11.7 鈍い黄橙色、数カ所の円形穿孔痕、研磨調整痕あり、用途不明。

14 3J-144c 土製円盤 粘土 33.1 － 3.4 4.9 橙色、土師器坏底部を再利用、底部回転糸切痕あり。

15 Ｈ－３ 14 2 羽口 筒状 粘土 <66.0> － <62.0> 69.9 褐灰色、篦撫で、溶滓が付着。

16 Ｈ－３ 8 3 羽口 筒状 粘土 151.6 － 69.5 576.1 橙色～鈍い黄橙色、篦撫で、先端部に溶滓が付着。

未実測 Ｈ－３ 1 3 砥石 仕上砥 安山岩 122.5 64.5 44 370.9

Ｈ－４ 16 3 砥石 仕上砥 緑色岩 68.2 44.6 30.2 195 欠損

Ｈ－７ 2 2 砥石 仕上砥 安山岩 137.8 73.5 47.3 740.9 欠損

3X-143a 砥石 仕上砥 流紋岩 135.1 76.6 69.4 941.3

M-1周辺 砥石 仕上砥 砂岩 61.3 41.7 26.5 95.7

凡例：（　）は推定値　＜　＞は残存値　　　　　　　　　　

第４表　遺物観察表（３）

第５表　遺構観察表（住居址・溝）
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写 真 図 版



向原Ⅲ遺跡　遠景

向原Ⅲ遺跡　全景

図版1



Ｈ－１号住居址 Ｈ－１号住居址　遺物出土状況

Ｈ－１号住居址　遺物出土状況 Ｈ－２号住居址

Ｈ－２号住居址　遺物出土状況 Ｈ－２号住居址　竃

Ｈ－３号住居址 Ｈ－３号住居址　遺物出土状況

図版2



Ｈ－３号住居址　竃 ・ Ｄ－１ Ｈ－４号住居址

Ｈ－４号住居址　遺物出土状況 Ｈ－４号住居址　竃

Ｈ－５号住居址 Ｈ－５号住居址　遺物出土状況

Ｈ－５号住居址　竃１ ・ Ｄ－１ Ｈ－５号住居址　竃２

図版3



Ｍ－６号住居址 Ｈ－６号住居址　遺物出土状況

Ｈ－６号 ・ Ｈ－７号住居址 ・Ｍ－５ Ｈ－７号住居址　遺物出土状況

Ｍ－１号溝

図版4



Ｍ－１号溝　南 Ｍ－１号溝　中央

Ｍ－１号溝　北 Ｍ－１号溝　中央ベルト

Ｍ－２ ・ ３号溝 Ｍ－２号溝　西壁

Ｍ－４ ・ ５号溝 Ｍ－４号溝　西壁

図版5



Ｈ－１号住居址　坏 （１）

Ｈ－１号住居址　坏 （４）

Ｈ－１号住居址　甕 （10）

Ｈ－２号住居址　坏 （12）

Ｈ－３号住居址　坏 （２）

Ｈ－１号住居址　坏 （２）

Ｈ－１号住居址　坏 （５）

Ｈ－１号住居址　甕 （７）

Ｈ－２号住居址　台付甕 （13）

Ｈ－４号住居址　坏 （４）

Ｈ－１号住居址　坏 （３）

Ｈ－１号住居址　甕 （９）

Ｈ－１号住居址　甕 （11）

Ｈ－４号住居址　坏 （７）

Ｈ－４号住居址　坏 （５） Ｈ－４号住居址　坏 （６） Ｈ－４号住居址　甕 （９）

図版6



Ｈ－５号住居址　蓋 （15） Ｈ－５号住居址　坏 （12） Ｈ－５号住居址　坏 （17）

Ｈ－５号住居址　高台付坏 （16） Ｈ－５号住居址　坏 （11） Ｈ－５号住居址　坏 （13）

Ｈ－５号住居址　坏 （14） Ｈ－６号住居址　坩 （１） Ｈ－４号住居址　甕 （10）

Ｈ－７号住居址　坏 （２） Ｈ－７号住居址　高坏 （４）

Ｈ－７号住居址　台付甕 （６）

Ｈ－７号住居址　高坏 （３） Ｈ－７号住居址　小形甕 （５）

ＴＰ－２ （１） ＴＰ－８ （２） ＴＰ－４ （３） ＴＰ－７ （６） Ｈ－６号住居址 （５）

図版7



Ｈ－４号住居址

刀子 （１）

Ｈ－１号住居址

紡錘車 （２）

Ｈ－１号住居址

砥石 （５）

Ｈ－４号住居址

搬入礫 （10）

Ｈ－５号住居址

土製品 （13）

Ｈ－４号住居址

搬入礫 （11）

Ｈ－２号住居址

石製品 （凹石） （７）

Ｈ－７号住居址

砥石 （３）

Ｈ－７号住居址

砥石 （６）

Ｈ－２号住居址

砥石 （４）

Ｈ－５号住居址

石製品 （凹石） （８）

Ｈ－３号住居址

原石 （９）

Ｈ－６号住居址

搬入礫 （12）

Ｈ－３号住居址

羽口 （15）

Ｈ－３号住居址

羽口 （16）

3J-144C

土製円盤 （14）

図版8
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